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人
間
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
共
同
生
活
を
為
す
べ
き
性
質
を
有
し
て
い
る
。
家
庭
と
か
、
地
方
自
治
体
と
か

国
家
と
か
云
う
も
の
は
、
要
す
る
に
、
共
同
生
活
の
様
式
と
其
の
状
態
の
相
違
に
過
ぎ
な
い
ん
で
あ
る
。
即
ち

家
庭
は
共
同
生
活
の
最
も
小
な
る
団
体
で
あ
る
が
、
団
体
員
の
関
係
は
最
も
密
接
で
あ
る
。
共
同
生
活
の
最
大

な
る
団
体
は
全
人
類
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
日
は
其
の
関
係
が
未
だ
極
め
て
浅
薄
で
あ
る
。
一
国
家
内

に
於
け
る
国
民
相
互
間
の
関
係
は
可
な
り
密
接
な
る
も
の
あ
り
と
雖
、
姓
的
不
平
、
階
級
的
闘
争
、
貧
富
間
の

反
目
等
あ
り
て
、
国
家
、
社
会
の
安
寧
秩
序
未
だ
完
か
ら
ざ
る
は
、
畢
寛
、
人
類
が
未
だ
共
同
生
活
の
理
想
を

実
現
し
得
ざ
る
に
由
る
の
で
あ
る
。 

 

惟
う
に
、
宗
教
及
び
道
徳
の
教
う
る
所
の
慈
悲
と
云
い
、
仁
義
と
云
い
、
四
海
兄
弟
と
云
う
こ
と
も
、
哲
学

や
政
治
学
の
眼
目
と
す
る
自
由
、
平
等
、
国
利
、
民
福
の
増
進
と
云
う
が
如
き
こ
と
も
、
共
同
生
活
を
全
か
ら

し
め
ん
為
の
精
神
に
外
な
ら
ん
の
で
あ
る
。
即
ち
貧
困
者
を
救
済
す
る
が
慈
悲
で
あ
り
、
己
の
欲
す
る
所
他
に

も
之
を
な
し
、
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
他
に
も
之
を
為
さ
ざ
る
が
博
愛
で
あ
り
、
之
を
弘
く
世
界
人
類
の
上
に
及

ぼ
す
が
四
海
兄
弟
の
義
で
あ
り
、
又
仁
義
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
だ
、
宗
教
家
の
説
く
所
も
、
道
徳
家
の
主
張
す
る
所
も
、
教
育
家
の
教
う
る
所
も
、
哲
学
家
の
研
究

す
る
所
も
、
乃
至
は
政
治
家
の
行
う
所
も
、
其
の
目
的
は
、
社
会
人
類
の
幸
福
増
進
、
共
同
生
活
の
向
上
改
善

と
云
ふ
一
点
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る
。
但
だ
異
る
所
は
、
そ
の
携
わ
る
方
面
即
ち
立
場
の
相
違
に
過
ぎ
な
い
ん

で
あ
る
。
困
て
苛
も
生
れ
て
人
と
な
り
、
共
同
生
活
の
一
員
た
る
以
上
、
共
同
生
活
の
意
義
と
様
式
の
方
法
と

は
、
各
人
が
或
る
程
度
ま
で
は
心
得
置
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
必
ず
し
も
専
門
的
宗
教
家
若
く
は
道
学
者
な
ら

ず
と
も
、
宗
教
的
道
徳
的
信
念
は
之
を
有
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
又
哲
学
的
人
生
観
も
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
更
に
此

の
信
念
と
人
生
観
の
上
に
立
て
る
政
治
知
識
も
必
要
で
あ
る
。
人
類
の
共
同
生
活
は
、
各
人
の
此
の
理
解
に
依

る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
円
満
、
向
上
、
進
化
は
到
底
望
ま
れ
な
い
ん
で
あ
る
。 

 

此
の
心
得
を
今
日
直
ち
に
各
人
に
期
待
す
る
こ
と
は
無
理
な
注
文
か
も
知
ら
ん
が
、
世
の
先
覚
者
た
る
者
は
、

義
務
と
し
て
不
覚
者
を
指
導
誘
接
し
、
直
接
間
接
に
、
専
門
的
宗
教
家
、
教
育
家
、
政
治
家
と
協
力
し
て
社
会

の
進
歩
発
達
の
為
に
貢
献
す
る
所
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
の
如
き
民
間
の
篤
志
家
を
称
し
て
、
国
士
志
士
、

有
志
な
ど
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
志
士
、
有
志
と
云
う
も
の
は
、
表
面
の
局
に
こ
そ
当
ら
ざ
れ
、
或
る
意
味
に

於
い
て
は
隠
れ
た
る
政
治
家
で
あ
る
。
寺
院
や
教
会
で
説
教
こ
そ
な
さ
ざ
れ
、
学
校
に
於
い
て
教
鞭
こ
そ
執
ら

ざ
れ
、
宗
教
上
の
実
行
家
で
あ
り
、
教
育
上
の
実
物
教
示
で
あ
る
。
此
等
の
人
士
こ
そ
、
真
に
生
き
て
は
国
家

社
会
の
宝
で
あ
り
、
死
し
て
は
国
家
若
く
は
地
方
自
治
体
或
い
は
社
会
事
業
上
の
守
護
神
に
祀
ら
る
べ
き
者
で

あ
る
。 

 

故
蓼
沼
丈
吉
氏
は
、
明
治
の
初
年
頃
か
ら
自
由
民
権
論
者
の
一
人
と
し
て
、
吾
輩
と
倶
に
改
進
党
降
り
て
は

進
歩
党
に
属
し
、
曾
て
は
衆
議
院
に
席
を
も
占
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
中
途
に
し
て
表
面
政
界
を
退
い
た
が
、

裏
面
に
於
い
て
は
常
に
後
輩
を
扶
け
て
、
有
能
の
士
を
議
政
壇
上
に
送
る
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。
人
と
為
り

謹
直
に
し
て
情
に
厚
く
、
終
生
貧
困
者
を
憐
み
、
有
為
の
青
年
を
助
け
な
ど
し
て
、
社
会
事
業
、
育
英
事
業
及

び
地
方
自
治
開
発
の
為
に
貢
献
す
る
所
尠
か
ら
ざ
り
し
と
聞
い
て
い
る
。
誠
に
人
生
の
最
高
事
務
た
る
共
同
生

活
の
進
歩
向
上
の
為
、
国
事
、
地
方
自
治
、
社
会
事
業
、
産
業
開
発
等
有
ら
ゆ
る
方
面
に
有
ら
ゆ
る
方
法
を
以

て
尽
瘁
し
た
る
其
の
功
績
は
、
永
く
郷
党
子
孫
に
伝
え
て
、
好
模
範
と
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
。
翼
く
ぼ
積
善

の
家
に
飴
恵
あ
ら
ん
こ
と
を
。 


